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東京よりフォローの風を運びます！

アピックスではスキルアップ研修を社員向けに開催しており、
6月度は社員全員が課題本やビジネス書を読破し、それに
ついて各自が考える機会を持てる研修を行いました。今回は
課題本を「百年続く企業の条件～老舗は変化を恐れない～」
に選定し、社員全員が読破し、当日、各自発表の機会を設け
ました。
この本を読んで私が共感したことは、老舗企業として大事に
していることを漢字一文字で表すと「信」、また社風を漢字
一文字で表すと「和」とあげられた会社が圧倒的に多かった
ということです。信は信用、信頼、まことという意味があり、

長い時間をかけて、お客様や取引先と信頼関係を築いてきたこと、真心を込めた誠実な商いを行ってきたから
こそ、今があることを物語っていると思います。これは営業活動にも当てはまることです。アピックスもあと
7年で100年企業の仲間入りです。私も他の老舗企業に負けないようお客様の信頼を得られるように取り組んで
行きたいと思います。 大阪営業部マネージャー　弘中 智

スキルアップ研修「課題本を読破し、百年企業を考える勉強会」

取締役　営業本部長　森田 一之
今夏は例年にも増して厳しい暑さといわれますが、私は個人的に毎年夏を迎えると感慨深い
事がありまして、東京での営業活動をスタートした11年前の2002年8月5日の暑い日を思
い出します。当時は事務所向かいのライトアップされた東京タワーを毎日見上げながら、成功
を信じて山手線内エリアを日々走り回っていました。

現在も当時と変わらずお客様と会話しながらより現場の課題を「三現主義」で把握し共有しながらコアの
サービスであるプリンティング・文書管理・BPOを提供し、お客様
とご一緒に解決に向け取り組んでいますが、その提供の仕方は
当社だけでなく、その時代とともにさまざまに変化しています。
直近で業界関係の最新技術、サービスの展示会に行く機会があった
のですが、クラウドを活用したコンテンツ資産の管理であったり、
また多くの出展社がAR（拡張現実）を活用した、情報提供や販促
サービスの紹介でした。
情報提供の手段がますます紙文書、紙媒体から電子に移行する
なか、当社も「三現主義」を実践しながら、変化していくお客様の
ニーズを少し先取りしながら、「アナログ」と「IT技術」を融合した
提案とサービスの提供に努めていきます。

第3号＜社外報＞
今年も記録的な猛暑が日本を襲っているようです。皆様、熱中症対策は大丈夫でしょうか? 水分補給・帽子の着用・
空調の温度調節など、「常に念頭に置いて備えること」は熱中症対策にとどまらず、企業活動や防災など、あらゆる
ことにおいて当てはまることです。「危機管理」、常に念頭に置き今年の夏も快適に乗り越えていきましょう！
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◎編集後記

事業企画室 リーダー　新川 由樹

弊社で取り組んでいる活動をもっとお客様に知っていただこう！という発案により創刊した「AP通信」も、早いもので第3号の発刊と
なりました。事業に関するトピックスはもちろん、BC会やむつみ会の取り組みについても掲載させていただき、より幅広くAPIXを
知っていただけているのでは？と感じております。社全体が100年企業を目指し、日々新しいことにチャレンジしているなか、今後も
ホットな情報が発信できるよう「AP通信」をより充実させていきたいと考えております。

大阪制作部 住田 直紀
すみだ なおき

社員紹介
大阪制作部の住田と申します。業務内容としましては、名刺をはじめとした版下作成業務を中心に、
テンプレートデータの作成・検証等を行っております。座右の銘は、日本三大随筆”徒然草”の一節に
「一日の命 万金よりも重し」という言葉があります。今日をいかに大切に生き、そして毎日何かひとつ
知識を習得する。この日々の鍛錬が自身の成長と、ひいては社内貢献に繋がっていくものと確信して
おります。これからも時代のニーズに合った新しいサービスを皆様にご提供できるよう、日々精進
してまいりたいと思います。

お元気さまです！東京制作部の牧 太郎でございます。今回のBC会の会場は東京
支店から徒歩１分、小さくてお洒落なビストロ『bois(ブワ) de(ド) pin(パン)』。
前菜から、副菜、主菜、デザートに至るまで眼にも楽しく美味しい料理に舌鼓を
打ちながら、ワイン片手になぜか牛久大仏について語りあうなど、普段交流でき
ない他サイトの方とも交流でき、非常に楽しく有意義な会となりました。次の
BC会ではどのようなメンバーでどのような化学反応が起こるのか？今から
レポートが楽しみです。

BC会レポート <in 東京>

東京制作部　牧 太郎 bois de pin

弊社では社員間の融和と会社との意思疎通を目的とした会があり、その名を
「むつみ会」と申します。去る7月5日、東京むつみ会では屋形船の企画を開催
しました。レインボーブリッジやスカイツリー等の遊覧スポットを周り、
最高の夜景をバックに皆其々が記念写真を撮影するなど企画は大変盛り
上がりました。弊社はお客様先で印刷サービスを行うオンサイト・ドキュメント
センターが数多く存在するため、各現場のスタッフ同士が顔を合わせる機会
は決して多くはありません。ですが、こういった機会により憩いの時間を
共有し、交流を深めることができるので、それゆえ非常に有意義な会である
と感じております。夢は東京・大阪の合同開催。いつか実現させるべく、日々
の業務に励んでいきたいと考えております。

むつみ会レポート <in 東京>

事業企画室リーダー　新川 由樹 レインボーブリッジをバックに

代表取締役 河村の発案により社員とのコミュニケーション活動の一環として、大阪、
東京、各地で毎月誕生月の社員を招待し、バースデー会を開催しております。




